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外国語学習に辞書は外せない必須アイテムです。お

勧めの西和辞典（スペイン語→日本語）は以下の通り。

書店で直接手に取ってみて、気に入ったものを買いま

しょう。

『西和中辞典』桑野一博他編　小学館

『クラウン西和辞典』原誠他編　三省堂

『現代スペイン語辞典』宮城昇他編　白水社

『新スペイン語辞典』Carlos上田博人編　研究社

和西辞典（日本語→スペイン語）では『和西辞典』（宮

城昇他編　白水社）。

電子辞書ではカシオEX-Wordなど。

語学参考書では『改訂スペイン語の入門』（瓜谷良

平著　白水社）、『CDエクスプレス・スペイン語』（塩

田洋子著　白水社）、『テーブル式基礎スペイン語便

覧』（高橋覚二著　評論社）がお勧めです。スペイン

やラテンアメリカの文化を知るには『スペインを知る

ための60章』（野々山真輝帆著　明石書店）、『新訂

増補ラテンアメリカを知る事典』（大貫良夫他監修　

平凡社）などがあります。

年に3回、スペイン語検定試験DELEもあります。

これはスペイン教育文化省より授与される公認資格で

す。折角学んだスペイン語の腕試しにいかがですか？

スペイン留学のススメ

国際学類4年　夏畑 李香

私が留学したサラマンカ大学はスペインで最も古

い歴史ある大学です。また、多言語国家のスペイン

ですが、サラマンカはスペイン語標準語圏であること

から、勉強するには最適な環境でした。私は留学生コー

スではなく現地学生と同じように学部生として勉強し

ていたため、勉強漬けの毎日でした。しかし、その

分専門的な知識や語彙力、読解、聞き取りは凄まじ

い速さで成長できました。現地の人と交流することが

好きだったため、何件かのカフェやお店の常連になっ

たり、シェアハウスで現地学生と共同生活したことは

とても良い思い出です。この留学を通して感じたこと

先輩からのメッセージ

辞書・参考書・検定試験

花の小径（コルドバ）

サラマンカ大学（撮影：夏畑）
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は、言語を話せるようになるには話すしかないという

ことです。新しい言語を話すさいに発音や文法を間違

えることは当たり前ですが、間違えることを恥ずかし

いと思う気持ちを捨てるのはなかなか難しいです。た

だ、その気持ちを乗り越えると、コミュニケーション

の幅は広がり、もっとたくさんの人と話したいと思う

気持ちが芽生えます。スペイン語母語話者は世界第

4位、スペイン語を話せるようになればそれだけ多く

の人と交流できる可能性があると考えただけでワクワ

クしませんか？可能性が広がることって素敵ですよ。

スペイン語で世界が広がった！

国際学類4年　高柳 葵

私が第二言語でスペイン語を選んだのは、もとも

とイタリア語の明るさが好きで、金沢大学で学べる言

語の中ではスペイン語がいちばん似ていたから、と

いう少し変わった理由です。世界での話者人口が多い

ことも選択の決め手となりました。まず、スペイン語

はローマ字読みが多く、一文字一文字はっきりと発音

するため、日本人にとっては学びやすい言語です。覚

えた言葉はどんどん口に出してみるのが上達への近道

ですよ。私は授業でスペインの魅力に触れ、現地で

生活してみたいと考えるようになったのがきっかけで、

バルセロナ自治大学へ約10か月間の派遣留学に行き

ました。留学中は学生寮でスペイン人学生と生活をし、

当初は言語と文化の違いに苦労しましたが、自分を

見つめ直す良い機会になりました。バルセロナはカタ

ルーニャという独自の文化を発展させてきた地であり、

ここに住む人は、自分の地域を愛し、誇りにしている

方たちばかりです。そして、世界中から人が集まるバ

ルセロナにはさまざまな出会いとチャンスが溢れてい

ます。学生である今だからこそ、一歩外に出て自分の

世界を広げてみませんか。

金沢大学の授業にスペイン語が加わってからまだ

数年ですが、受講生の数はどんどん増えています。皆

さんもスペイン語を学んでみませんか？

授業の際には、最初はちょっと緊張してしまうかも

しれませんが、勇気を出して、学んだ言葉を使ってみ

ましょう。私たち日本人は、ついつい人目を気にして、

間違うことを恐れ、閉じこもりがちです。ですが、ラ

テン文化では個性があることこそが重要。思いっきり

自分を表現してみましょう。下手くそでも、外国語を

話して通じた時の喜びは、何にも代えがたいものです。

Adiós,hasta la vista.（さようなら、また今度） 教

室で会いましょう。

写真提供：スペイン政府観光局

ガウディのサグラダ・ファミリア教会（バルセロナ）

楽しく学びましょう！
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人文学類の専門教育はコース別に行われますから、コースごとの指示を挙げます。

なお、ここに指定された言語を履修していなくても、コース分属は可能です。その場合はコース担当教員の指示

に従って当該言語を学習することになります。

学域・学類別履修上の注意
人間社会学域　人文学類のみなさんへ

心理学コース
心理学 特に指定する科目はありません。

人間科学コース
社会学 ドイツ語またはフランス語を履修することが望ましい。

地理学 特に指定する科目はありません。

哲学・人間学
ドイツ語、フランス語、ギリシア語、ラテン語のうち少なくとも1つを履修する
ことが望ましい。

フィールド文化学コース
フィールド文化学 特に指定する科目はありません。

歴史文化学コース
日本史学 特に指定する科目はありません。

東洋史学

中国語を履修することが望ましい。中国史以外を研究したい場合は該当する地域
に関連する言語を履修することが強く望まれます。
（注）例えば、朝鮮史であれば朝鮮語、東南アジア史であればフランス語、中央
アジア史であればロシア語になります。

西洋史学

研究したいテーマに関するヨーロッパ諸言語を１つ以上履修することが望ましい。
（注）たとえば、古代ギリシア史であればギリシア語とドイツ語、中世史であれば
ラテン語とドイツ語またはフランス語、フランス革命史であればフランス語とい
うことになります。分属までに初級文法はしっかり習得しておいてください。もち
ろん分属後の関心に応じて、これらの言語を履修することも可能です。

言語文化学コース
日本語学日本文学 特に指定する科目はありません。

中国語学中国文学
中国語を履修することが望ましい。
（注）未履修の場合、自力で中国語検定（準４級でも可）を取得してくる学生は特
に歓迎します。

英語学英米文学 フランス語またはドイツ語を履修することが望ましい。

ドイツ語学ドイツ文学 ドイツ語を履修することが望ましい。

フランス語フランス文学
フランス語を履修することが望ましい。
（注）１年次中にフランス語検定試験４級を取得しておくことが望ましい。

言語学
大学院受験の可能性のある人は、英語以外にドイツ語またはフランス語を履修す
ることが望ましい。ギリシア語またはラテン語など、広く言語科目を履修するこ
とも勧めます。
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初習言語の選択は、みなさんの自由意志に任されています。各学類の専門科目には、特定の初習言語を履修し

ていなければ受講できないという科目はありません。しかし、専門科目を履修する上で必要度の高い言語もあります。

以下、このガイドブックを作成する時点で判明しているところを挙げておきます。

人間社会学域　法学類・経済学類・学校教育学類・地域創造学類・国際学類のみなさんへ

理工学域・医薬保健学域のみなさんへ
初習言語は完全に自由選択です。初習言語に興味がある人は、４月の履修ガイダンスを参考に時間割の許す範

囲で履修してください。

法学類
　法学類の専門科目のうち、下表に掲げるものは、それぞれの分野の由来や研究対象、研究方法など、何らかの形で各初習言語と関
係を有します。授業そのものは、初習言語の履修や単位取得の有無を履修の条件としていませんが、初習言語を履修しておくことで、
より正確かつ深い理解につながる可能性がひらけます。

ドイツ語
法理学、法思想史、西洋法制史、憲法、行政法、刑法、民法、民事訴訟法、労働法、
政治思想史、外国書講読

フランス語
西洋法制史、法思想史、憲法、行政法、国際法、民法、国際私法、刑事訴訟法、
政治思想史、外国書講読

中国語 東洋法制史

ラテン語 西洋法制史、法思想史

ギリシア語 法思想史

国際学類

国際社会コース
特に科目指定はしませんが、第２志望のコースが薦める言語を履修するのがよい
でしょう。

日本・日本語教育コース 特に科目指定はしません。

アジアコース 中国語・朝鮮語・ロシア語のいずれかを薦めます。

米英コース ドイツ語・フランス語のどちらかを薦めます。
ヨーロッパコース ドイツ語・フランス語・スペイン語のいずれかを薦めます。

経済学類
　経済学類の学生は、２年次に「経済理論・経済政策コース」「経営・情報コース」「比較社会経済コース」の３コースのいずれかに
所属する。初習言語を選択するに当たっては、各自の関心や２年次から専門的に学習したいと思うコースの教育目的と内容に関連づ
けることが望ましい。
　とりわけ「比較社会経済コース」では、アジア地域やヨーロッパ地域を重点的に学ぶことになるので、アジア地域の歴史や経済事
情に関心のある人は中国語や朝鮮語を、ヨーロッパ地域の歴史や経済事情に関心のある人はヨーロッパ系言語を履修すれば、このコー
スに進んだ場合、大いに役立つ。
　また「経済理論・経済政策コース」「経営・情報コース」に進んだ場合も、アジア地域やヨーロッパ地域が具体的な事例・モデルと
して頻繁に登場する。したがって、まずは学生自身の関心に引きつけて初習言語を選択し、学習した知識を持続・深化させつつ、コー
スへと進んでいくことが何よりも大切である。

学校教育学類 初習言語は必修ではありませんが、各自の関心に応じて履修することが望ましい。

地域創造学類 特に科目指定はしません。各自の関心に応じて履修してください。
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